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三陸ジオパーク推進協議会

ジオだより
～新しい展示パネルが完成～

このたび、三陸ジオパークの魅力を伝える展
示品として新しくロールバナー4点とパネル6点
が完成し、3月21日に宮古市にて実施した令和
７年度の全体研修交流会の際に関係者とガイド
の皆様にお披露目をしました。今後各地でのイ
ベント等に登場した際には、ぜひご覧ください。

東日本大震災津波
伝承館に掲示され
ている説明版

三陸ジオパーク推進協議会では、三陸ジオ
パークの魅力をわかりやすく伝えることができ
る「認定ガイド」、「エリアガイド」を養成す
るため、「三陸ジオパーク認定ガイド」認定講
座を開催します。ジオパークに興味がある方は、
是非受講してください。

中部会場：７月１６日（木） 宮古市
南部会場：７月２２日（水） 釜石市
（聴講のみでも受け付けます）

詳しくはHPから
どうぞ⇒⇒⇒

三陸ジオパークの南北に広い地形を縦長のデザインにあしらい、
北上山地・三陸の地質図と5つの伝えたい魅力をまとめました。

参加者
募集中!!

令和８年度
「三陸ジオパーク認定ガイド」
「エリアガイド」 認定講座のお知らせ

明治三陸地震津波から130年

三陸には繰り返される津波災害と向き合って
きた歴史と後世へ伝えるために建てられた石碑
などが各地に数多くあります。長い年月を経て
風化し文字が読み取りにくいものもある中で、
先人たちの想いは今を生きる私たちと同じ。伝
える手段が豊富にある現代でも「人が」伝える
ことはとても大切なことだと思います。

明治29年6月15日午後7時32分、
三陸沖を震源として起こったＭ
8.2～8.5の巨大地震の後、約35
分で津波到達。第２波が満潮時
とも重なり、同日午後8時頃に
は岩手県気仙郡綾里村白浜(現大
船渡市)で最大打上高は35.2m、
三陸町吉浜24.4m、田老14.6mに
達しました。岩手県、宮城県、
福島県の太平洋岸を中心に死者
約2万2千人、流出及び全半壊家
屋1万戸以上という大規模な被
害となりました。

《出典：https://miyako-
archive.irides.tohoku.ac.jp/nenpyo/jis
hin_tsunami/meiji_Sanriku》



鵜の巣断崖撮影地

鏡海岸撮影地

編集後記：海岸で見える絶景に「自然てすごいな～」と思
いますが、「地球ってすごいな～」と感心するようになっ
たのはジオパークを知ってからです。こんなに岩壁がすご
くぐねぐねしているとか、何層にも重なっているとか、斜
めになっているとか・・・岩の様子を見てわかることから
「それは、なぜだろう？」をジオガイドさんから聞いて
「そうか！なるほど 」と思ったら、あなたも『ジオの
人』です。さあ、あれもジオ？これもジオ！実はジオだら
け！！なのですね。それもそのはず、私たちは「地球（ジ
オ）」に住んでいる「地球人」ですから。

『知識が変われば景色が変わる』という三陸ジオパークの
キャッチフレーズは「なるほど！」です。 ～と～

三陸ジオパーク推進協議会
〒027-0072
岩手県宮古市五月町１－２０

（宮古地区合同庁舎２階）

TEL:0193-64-1230 
FAX:0193-64-1234
info@sanriku-geo.com 
httpｓ://sanriku-geo.com/

Facebookはこちら

これからもみちのく潮風トレイルを歩き
ながら気づいたジオ的な魅力について、紹
介していきたいと思います。トレイルを歩
く方が増えていますが、ジオも一緒に楽し
める三陸の見どころがたくさんあります。

三陸GEOマップより

「もーりぃ の さんりくジオ話」
三陸ジオパーク専門員の盛合秀がお届けします

真木沢隧道と付加体の大露頭
『圧巻』その一言に尽きます。

鏡海岸付近のトレイルルー
ト沿いに見られる付加体
褶曲（しゅうきょく）露頭

北部北上帯の分布域は南北に長いのです
読者の皆様、ご無沙汰しております。もーりぃです。今年度も数回

コラムに登場させていただきます。よろしくお願い致します！

１か所目は、田野畑村の鵜の巣断崖「幻の
海岸線トレイル」です。潮位が低く、波が
穏やかでないと歩けないルートですが、い
ざ歩いてみると頁岩（時々チャート）が織
りなす圧巻の風景が広がり、思わず足を止
めて見入ってしまうほどの迫力がありまし
た。また、５つの隧道歩きも楽しむことが
でき、冒険気分を味わえるルートでした。

2か所目は、釜石市の鏡海岸周辺です。釜
石湾漁船クルーズに乗船すると、海岸沿い
に褶曲した付加体の大露頭が見られますが、
この場所では、褶曲の様子を間近で観察す
ることができます。中学校の理科で褶曲を
習うタイミングでフィールドワークに活用
するのも良いのかなと思いました。

先日トレイルルートを歩きながら北部北
上帯(付加体)を感じること多かったので、
そのうち特に印象深い場所を紹介します。
これらの2か所は実は90㌔ほど離れている
のです が、それでも同じ北部北上帯とい
うことから、その南北の長さがよく分かり
ます。さらに、200㌔以上北の尻屋崎周辺
(下北半島)でも小規模ながら同じ北部北上
帯の付加体露頭が見られます。

鵜の巣断崖からの景色も素晴らしかったです！

＊歩くときにはこちら⇩をぜひ参考に
岩手県 - たのはた鵜の巣断崖波打ち際
自然歩道マップ

mailto:info@sanriku-geo.com
mailto:info@sanriku-geo.com
mailto:info@sanriku-geo.com
https://www.pref.iwate.jp/engan/miya_chiiki/1014023/1082218.html
https://www.pref.iwate.jp/engan/miya_chiiki/1014023/1082218.html
https://www.pref.iwate.jp/engan/miya_chiiki/1014023/1082218.html
https://www.pref.iwate.jp/engan/miya_chiiki/1014023/1082218.html

	タイトルなしのセクション
	スライド 1
	スライド 2


